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成果の概要／井上 恵美子 
 
学会名：The International Society for Ecological Economics (ISEE) 2016 Conference 
開催場所：University of the District of Columbia (Washington D.C., USA) 
 
１．国際研究集会 

6月 26日～29日に University of the District of Columbia (Washington D.C.)で開催された ISEE 
2016は、“Ecological Economics”という環境経済学やエコロジー経済学の分野においてレベルの
高い国際学術雑誌を発行している学会“The International Society for Ecological Economics”が開催
している国際研究集会である。 

Washington D.C.という地の利を活かしたミシェル・オバマさんのオープニングプレナリーを
はじめ、第一線で活躍されている研究者のプレナリーレクチャー、先駆的な興味深い研究が多

く報告されたパラレル・セッションなどで構成され、内容が充実した学会であった。 
 

２．研究報告 
28日の午後のセッションで、研究報告 (タイトル：“EU ETS and innovation activities: An empirical 

analysis of the impact of the EU ETS on innovation activity”) を行った。イノベーションは、気候変動問

題を解決する方策の一つとしてますますその役割に注目が集まっているが、本研究は、EU諸国を

対象に行われている排出量取引制度(以下 EU ETS) がイノベーションを生み出すイノベーション活

動にどのような影響を与えるのか、EU企業を対象に分析を行っている。データセットは、“Carbon 

Disclosure Project”、“EU Industrial R&D Investment Scoreboard”などに基づき構築した企業レベルのパ

ネルデータを用いている。内生性の問題に考慮して、２つのダイナミックパネルモデルをシステム

GMMという手法を用いて分析した結果、EU ETSがイノベーション活動にプラスの影響を与えて

いることが明らかになった。具体的には、EU ETSに対応するための戦略を持っている企業、もし

くは、まだ EU ETSの対象企業ではないが、将来的に対象となる可能性があるために事前に対応し

ておこうと考える企業は、イノベーション活動をより積極的に行う可能性が高いことが明らかにな

った。これは、EU ETSに対して将来の戦略を考えて対応していく中で、企業がイノベーション活

動の重要性を認識したからではないかと考えられる。 

これまで、「EU ETSは、イノベーション活動にプラスの影響を与えない」と報告する先行研究 

(Gagelmann and Frondel, 2005; Schleich and Betz, 2005など) が多かったが、本研究は、オリジナルの

データセットを用いて、EU ETSのイノベーション活動へのプラスの影響を明らかにした点で学術

的な意義があり、また本結果から導かれる政策的インプリケーションは環境政策の策定プロセスに

おいて貢献する要素を提示している。 
セッションでは、環境経済学やエコロジー経済学の分野において第一線で活躍する研究者から

貴重な指摘や意見を頂くことができた。それらの指摘から、研究の精度を高めるためのアイデアを

得ることができて有意義であった。また、環境経済学やエコロジー経済学の分野の最新研究動向を

捉えることができたこと、共同研究の提案を頂いて将来の研究交流の可能性を得ることができた点

でも有難かった。以上のように今回の国際研究集会 ISEE 2016への参加は、今後の研究キャリアに

おいても意義があった。 
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